
独創的・創造的に表現する力

幅広い豊かな教養・思考力・判断力・世界で活躍できる能力・表現者として必要な身体能力

見る力・聴く力・感じ取る力・読み取る力

目標の実現に向けて計画を立てて実行していく力・諦めない姿勢

他者を理解し、協働する力

専門分野の高度な技能・芸術文化の継承、発展、創造に寄与する姿勢

【学校の現状・
生徒の現状】

・専門領域に対する興味、意欲が強く、自身の表現力・
身体能力を高度なものにするための向上心を持つ生
徒が多い。
・芸術全般、学習全般についての興味、意欲について
さらに強い向上心を持つことが望まれる。
・時間を守る意識、計画性を持って物事に取り組む意
識、コミュニケーションを取りながら課題を解決する力
には個人差が大きく、個を伸ばすことと社会性を身に
つけていくことが課題である。

【予想される
社会の変化】

・ＡＩ化が進展していく中で芸術に求められる課題も大き
く変化していき、新たな価値の創出が求められる。

・多様な人々との共生が広がり、現在よりもより一層人
と人とをつなぐ力が必要になる。

東京都立総合芸術高等学校　グランドデザイン
令和2年３月

【教育目標】　美術・舞台表現・音楽の芸術に関する専門教育を通して、我が国の芸術文化を支え、国内外での芸術文化活動により社会貢献できる心豊かな人間の育成を図る。

【特   色】　　①全日制課程　単位制    　　  ②都立で唯一の芸術科の専門高校        ③美術科・舞台表現科・音楽科の３つの学科を設置

【目指すべき
生徒の将来像】

芸術関係の専門性を生かし社会に貢献する人材
芸術を総合的に理解する人材

↓
 大学・研修機関等への進学・留学

表現者・指導者・専門分野の周辺領域への就職等

【教育活動全体
を通して

育成すべき
資質・能力】

【教育活動全体を通して育成すべき
資質・能力に基づくルーブリック】

レベル１ レベル２ レベル３
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識
・
技
能

基礎的な学力

理解しようという意欲を持って授業に臨む
姿勢があり、指示された課題提出等を適切
に行うことができる。

課せられたこと以外の学習にも取り組む意
欲があり、予習・復習の習慣が身について
いる。

複数の教科・科目の内容をつなげて考える
ことができ、未知の領域を積極的に学んで
いくことができる。

身体能力

基礎的な体力を身につけようという意識を
持っている。身体で感じ取る意識を持って
いる。

自分の身体と向き合うことができる。長時間
の制作、発表等に必要な体力をつけてい
る。

表現者として高度な制作・発表を行うため
に必要な身体能力を身についている。

読解力

教科書等に書かれている内容を語句につ
いて調べながら正確に読み取ることができ
る。

校内・校外の行事やコンクール等の要項や
進路希望の実現に必要な資料などの内容
を正確に読み取ることができる。

専門的な文章の内容を背景について理解
しながら読み取ることができる。

国際的に活躍することができる力

自己の言語・文化の背景を理解し、それと
は異なる言語・文化を持つ人々の存在を尊
重する意識がある。

母語についての深い理解を持つとともに、
他の言語でもコミュニケーションをとる能力
が身についている。

複数の言語で専門的な用語を含む会話や
文献の理解が可能で、国際的な活動をする
ことができる。

専門分野の能力

知識・技能を習得するために繰り返し学習・
練習するなど学習習慣が身についている。

普通教科と専門学科の学習内容をつなげ
て活用し、理解を深めることができる。

専門分野で学んだ内容を地域や社会の生
活に活用し、貢献することができる。

与えられた表現の方法を活用して、話すこ
と・書くことができる。

さまざまな分野において、他者の理解し易
い話をすること・文章を書くことができる。

創造力・表現力（専門分野）

創作・表現をしたいという意欲があり、制作
や発表に真摯に向かう姿勢がある。

独創的な自己の世界を持ち、創造的な表現
活動に必要とされる基礎的な技術、表現力
が身についている。

結果から原因を究明し、事象を分析するこ
とができる。筋道を立てて全体を見通し、予
測することができる。

客観的な根拠に基づいて論理的・批判的に
物事を考え、論拠を示しながら自分の考え
を述べることができる。

課題解決能力

学んだ内容から身近な生活上の課題につ
いて考えることができる。

自ら目標を設定し、課題解決に向けて試行
錯誤しながらも主体的に行動できる。

設定した課題について主体的に解決への
道筋・手順を考え、計画的に行動すること
ができる。

将来を設計する力
さまざまな生き方について知ろうとする姿勢
がある。
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判
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・
表
現

論理的思考力

物事を順序立ててとらえ、筋道を立てて理
解することができる。

言語による表現力
プレゼンテーション能力

他者の存在・視点を意識して、相手に伝え
ようと考える姿勢がある。

自分の適性を理解して、自らの進学や就職
について調べることができる。

将来のために取り組むべき課題を定めて計
画的に行動することができる。

生涯にわたって自己の創造性を伸長してい
くこと、新しい価値を生み出していくことがで
きる。

学
び
に
向
か
う
力
・
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間
性
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観察力・想像力

自分の身近な人・身の周りにある事物など
対象を見つめようとする姿勢、聴こうとする
姿勢、読み取ろうとする姿勢がある。

表面に見えているものから、見えていない
面を想像すること、行間を読むことなどがで
きる。世界の広がりの中に身を置いて、自
分の位置を知ることができる。

何事についても多角的な視点、深い次元で
見つめること・考えることができる。自らの
世界を広げ、深化させていくことができる。

自己管理能力

コミュニケーション能力

自分や他者を理解して落ち着いて相手の
話を聴こうとする姿勢がある。

相手の考えを尊重しながら、場面・状況に
応じて柔軟にコミュニケーションをすること
ができる。

他者に伝える表現力を持つとともに、自分
や他者を深く理解し、よりよい人間関係を築
くことができる。

基本的な生活習慣が身についていて、ルー
ルやマナーの意味を理解し、守ろうとする
姿勢がある。

学習習慣が身についていて、課題の提出
日、公演・コンクールまでの日程等を意識し
て、計画的に行動することができる。

中長期的な目標に向けて自分のスケジュー
ルを組み、計画的に最後まで諦めずに努力
を積み上げることができる。


